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2019年12月89日 安倍政権の経済対策が景気と株価に与える影響について（市川レポート） 
2019年11月12日 『街角景気』は大幅低下も先行きは回復期待 

2019年12月10日 

『街角景気』は回復へ、消費増税の影響薄らぐ 
「景気ウォッチャー調査」、いわゆる『街角景気』とは、景気に敏感なタクシー運転手や小売店、メーカー、輸送

業、広告代理店など、地域の景気の動きを敏感に観察できる立場にある約2,000人を対象とした調査です。

11月の『街角景気』では、足元の景況感を示す現状判断指数（DI）は、増税後の落ち込みから回復しまし

たが、戻りは弱く増税前の水準には戻っていません。一方、先行きについては持ち直しへの期待がみられます。 

 内閣府は『街角景気』について、「このところ回復に弱い動きがみられる」との表現を据え置きました。先行きに

ついても「海外情勢等に対する懸念もある一方、持ち直しへの期待がみられる」との見方を維持しました。

11月の『街角景気』はDIは上昇したものの回復力は弱く、特に海外需要低迷などから製造業の弱さが目立

ちました。足元の景況感の持ち直しは緩やかですが、先行きについては回復への期待がみられ、『街角景気』

を見る限りでは、景気が腰折れしている可能性は低いと思われます。 

現状判断DIは前月比+2.7ポイントの39.4へ上昇も低水準 
先行き判断DIは＋2.0ポイントの45.7と、2カ月連続で上昇 

緩やかながら景況感は持ち直しへ、回復への期待がみられる 

 街角の声をより客観的に分析する、当社独自のテキストマイ

ニングによる分析手法（＊）によると、ウォッチャーの現状判断

に関するコメントにおける単語の使用数は、「不安」、「悪い」

などのネガティブな単語がポジティブな単語を2カ月連続で上

回りました。「節約」にかかわる用語は依然高水準です。 

 先行き判断については、ポジティブな単語がネガティブな単語

を5カ月ぶりに上回りました。「節約」や「不安」にかかわる用語

の減少が続いた一方で、「貿易摩擦」にかかわる用語は高水

準が続きました。 

 2019年11月の『街角景気』によると、現状判断DI（季節調整値）は前月比+2.7ポイントの39.4でした。

前月10月の消費増税後の落ち込みからは回復したものの、戻りは弱く増税前の40台には戻っていません。項

目別では家計動向関連の反発が全体を牽引しました。キャッシュレス決済利用客の増加や増税の影響が薄

れたことが改善理由として挙げられています。企業動向関連、雇用関連は前月から低下しました。 

 先行き判断DIは前月比+2.0ポイントの45.7と、10月に続き上昇しました。項目別では家計動向関連、雇

用動向関連が上昇しました。増税の反動減から回復が見込まれる、などが判断理由として挙げられました。一

方で、海外需要の低迷などから企業動向関連は低下しました。 

現状コメントは「節約」が高止まり 
先行きは「節約」、「不安」が減少 

（＊）テキスト（文書）をコンピュータで探索する技術の総称。典型的な例として、テキストにおける単語の使用頻度を測定し、テキストの特徴を統計的に 

    分析・可視化することで、背後にある有益な情報を探ることができます。 
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https://www.smam-jp.com/market/ichikawa/irepo191209.html
https://www.smam-jp.com/market/report/keyword/japan/key191112jp.html

